
 

EqualLogic設定シート 

 
御客様名：                                                設定日：平成  年  月  日 
部 署 名：                                                    設定者： 
御担当者：                    様 
連 絡 先：TEL.                        FAX.                          e-mail： 
設置場所：〒 

 
  【日鉄エレックス記入】 

御購入モデル： □PS3800XV    □PS3900XV   □PS100E  □PS300E   □PS 

S/N: 

HDDモデル： □ SAS  □ SATA  HDD容量:       GB  台数:    基   メーカ：                

  コントローラ搭載数：  台 FW version 

   

【お客様御記入欄】 

Member名(サーバ名)： 

Group名：     ※既存のGroupがある場合は、既存のGroupを記入してください。 

Group IP（仮想 IP）IPアドレス                     サブネット                       ゲートウェイ 

NIC設定（eth0）  IPアドレス                     サブネット                       ゲートウェイ    

  接続ネットワークケーブル □Primary □secondary 

NIC設定（eth1）  IPアドレス                     サブネット                       ゲートウェイ  

  接続ネットワークケーブル □Primary □secondary 

NIC設定（eth2）  IPアドレス                     サブネット                       ゲートウェイ  

  接続ネットワークケーブル □Primary □secondary 

接続LANスイッチ メーカ：   型番:   iSCSI専用セグメント □Yes □No 

 

Storage Pool のRAID構成 □ 50 □ 10 □ 5 

Volume名：   サイズ  GB Snapshot   ％    □ クローン作成     RAID構成 □50 □10 □5 

Volume名：   サイズ  GB Snapshot   ％    □ クローン作成     RAID構成 □50 □10 □5 

Volume名：   サイズ  GB Snapshot   ％    □ クローン作成     RAID構成 □50 □10 □5 

 

接続HOST OS □Windows  □UNIX（Linux/Solaris） □Mac  OSバージョン： 

iSCSI接続方法 □ ソフト  □ ハード 

  ソフト/ハード名： 

アクセス制限： □ 無 □CHAP認証ユーザ名：    

   □IPアドレス（例：10.1.2.* 等）： 

   □iSCSI Initiator： 

Replication □ しない □ する   Partners Group名：  IPアドレス： 

電源  □100V □200V  （ 標準ケーブルのプラグ規格：NEMA 5-15P ） 

  ＵＰＳ メーカ：   型番： 

  ラックタイプ メーカ：   型番：     □スライディングレール  □棚板 

 

販売店様：                                                                  

部 署 名：                                                                  

御担当者：                                                                  

連 絡 先： Tel.                          Fax.                          E-Mail:                                                 

 



【EqualLogic PSシリーズ設置上の注意事項】        2007年4月23日 

本項は、PSシリーズを設置・利用する際にネットワーク環境面で注意して戴きたい事項をまとめたものです。 

本項は、市場動向等(*1)に応じて適宜見直されますので、必要に応じて弊社WEBサイトにて最新版を参照戴きたいと存じます。 

〔 (*1) iSCSIの普及に伴ない、市場での利用形態が変化した場合、並びに技術進歩に応じて本製品ソフトウェアが改訂された場合など〕 

なお本PS製品は、ストレージ管理者として訓練を受けた方以外は設定操作出来ない様に制限戴きます様ご配慮願います。 

 

ネットワーク要件 内容 
少なくとも 1 つのネットワ

ークに接続 

PS 製品は、ネットワーク（できればネットワークスイッチを介して）に接続され、正常に機能するネッ

トワークインターフェイスを少なくとも1つ持たなければなりません。 

セットアップユーティリティーにて、このインターフェースにIPアドレスとネットマスクを割付けます。

ギガビット・イーサネット・

ネットワーク 

ネットワークスイッチに PS 製品とホストを接続する際、PS 製品とホスト間の全てのネットワーク接続

がギガビット・イーサネット（ケーブルはカテゴリー５ｅ以上）であることを確認してください。 

PS 製品は 10Mbps/100Mbps のネットワークでも利用する事はできますが、性能が著しく低下しま

す。 

グループ IP アドレスへの

アクセス 

マルチサブネット・グループの下では、それぞれのネットワークインターフェイスをグループIPアド

レスが存在するサブネットにアクセスさせます。 

複数のネットワークセグメ

ント接続 

PS 製品上の複数のネットワークインターフェイスを、可能であれば、異なるネットワークスイッチに

接続してください。 

グループにPS製品を組入れた後に、インターフェースの設定（IPアドレスとネットマスクの割付け）

をすることができます。 

冗長ネットワーク経路 マルチパス方式を採用する事で、PS製品とホスト間に単一クリティカル障害を存在しない様にする

事が可能となります。 

レプリケーション用の高

信頼性で充分な帯域の

ネットワーク・リンク 

実用的で再現性の高いレプリケーションを実現する為に、一次グループと二次グループ間のネッ

トワーク・リンクは、信頼性が高くデータコピーに充分な帯域を確保してください。 

エンド・ノードを接続する

スイッチ・ポートには STP

を使用しない 

エンド・ノード（iSCSI イニシエータ若しくは PS製品のネットワークインターフェイス）を接続するスイ

ッチ・ポートにはSTP（スパニング・ツリー・プロトコル）を使用しないでください。 

然しながら、STPあるいはRSTP（STPよりは好ましい）を使用したいのであれば、STPフォアワーデ

ィング状態を瞬時にリンクアップする事ができる様にネットワークスイッチのポートを設定する必要

があります。 

この機能は、機器がリスタートした時に生じるネットワーク割込みを低減する事ができ、エンド・ノー

ドを接続するスイッチ・ポートでのみ有効に働きます。 

[注意]：スイッチ間のマルチケーブル接続の為にトランキングを使用する様に、スイッチ間の単一

ケーブル接続の為にSTPを使用する事が奨励されます。 

スイッチとNICにてフロー

制御を有効にする 

iSCSI通信を扱う全てのスイッチ・ポートおよびNICのフロー制御を有効にしてください。 

PSシリーズ製品は、フロー制御に対応しています。 

スイッチのユニキャストス

トーム制御を無効にする 

スイッチがユニキャストストーム制御機能を有している場合、iSCSI通信を扱う全てのスイッチでこの

機能を無効にしてください。 

しかしながら、ブロードキャスト／マルチキャスト・ストーム制御については、ネットワークスイッチで

利用する事を推奨します。 

スイッチとNICにてジャン

ボフレームを有効にする 

高いパフォーマンスと堅実な通信を保証するため、iSCSI 通信を扱う全てのスイッチ・ポートおよび

NICのジャンボフレーム設定を有効にしてください。 

VLAN iSCSI-SAN通信を他のネットワーク通信から分離するため、ネットワークスイッチにVLANを活用し

てください。 

 

 

設定上限 上限値 
Volume数 1024 / Group 

Snapshot数 512 / Volume,       10,000 / Group 

Replica数 512 / Volume,       10,000 / Group 

Volumeコネクション数(*2) 256 / Group    (*2) iSCSI イニシエータがVolumeに接続している数 

アクセス制御レコード数 16 / Volume 

Replication可能なVolume数 128 

同時管理セッション数 7            (GUI, Telnet, スクリプトセッション等) 


